
セミナー記録



〔冒頭の挨拶　MESH会長　加藤和雄〕
本セミナーでは、デザイン行為をしていく上で、重要な「人間力」がどのように関わっているか
を明らかにしたいと思います。デザインを進めるプロセスでは、第一に現状を把握し感じる段
階、次に感じたことをどのように考える段階、その後、どのように表現するかといった3段階か
ら成り立っています。デザイナーと他の専門家とは、仕事の領域が異なりますが、共通してい
るところもあるため、異なる職種の専門家とデザインにとって必要な「用」「形」の交わりを議
論していきたいと思います。
　
■第一部
〔高北先生からの提言〕
精神性からつくられる空間には、日本的な発想やスピリッツがあります。例えば、ファッション
デザイナー・川久保令の洋服のように、破れたり、穴が空いた服でも美しさが見受けられます。
それは、日本的精神性が生み出していると思われ、すなわち、それは「造形力」が人間力を造っ
ているといえます。それは、夢中になってモノをつくっている瞬間、精神を集中させ埋没する姿
とも関連するかもしれません。

〔堀越先生からの提言〕
人間が感じる生理から心理へのプロセスから考察すると、例えば、暑いとか寒いといった五感
の感覚、体温調節をする機能、人間の潜在的な力が人間力と関連しているのではないでしょ
うか。また、その人間の潜在的な力がデザインを表現していく力となり、江戸時代の景観や沖
縄や瀬戸内海の風土ある街づくりにまで展開されているのです。

〔佐々木先生からの提言〕
人間力とは、3つの力から構成されていると考えられます。一つ目は、物事に取り組む主体性
や実行力といった前に踏み出す力（アクション）、二つ目は、現状を分析し目的や課題を抽出
し新しい価値を創造していく、考え抜く力（シンキング）、三つ目は、自分の意見を明確に伝え、
周囲の人 と々の関係性を理解するチームで働く力（チームワーク）です。これらはデザイン力、
人間力と相互に作用していると思われます。

■ 第二部
〔加藤吉宏からの提言〕
人間力とは、命の強さと柔軟性と謙虚さ、自分と相手の距離間が大事であり、弱さとは器の広
さであると思います。それは、謙虚さに繋がっていることに最近、気づきました。その例として、
最近の作品の中で、3年という長期間の設計があり、思考の継続と施主とのキャッチボールを
連続することが、良い経験と蓄積となり、デザイナーの力を強めていくと感じています。

〔神谷利徳からの提言〕
人間力は、「自分にはある」と自覚するとダメになります。自分の足らなさを知ること、知識より
情熱や気持ちが大事であり、それが人間力であると思います。その例として、覚王山バーを自
ら経営するという小さな試みが、その後、東京への仕事へとつながっています。人間力とは自
腹で突き進み、人間関係をつくるコミュニケーション、サービス精神、話術、話力、それらを統
合したものではないでしょうか。

〔鳥居佳則からの提言〕
弱いモノも月日を重ね、固まれば強くなります。弱いモノが固まるというプロセスは、努力する
ということだと思います。「目立つこと」「注目されたい」「人と違うことをしたい」といった自分を
表現する力や思い、葛藤が、双子であるがゆえに強かったと思います。それは、自分の存在を
確認することであり、空間を感じ、体験することであり、継続し強く固まっていくことが、人間力
へと繋がっていくと考えています。

開催日：2006年10月21日(土) 14：00～　(受付 13 : 30～)
会　場：トライデントデザイン専門学校C館
住　所：名古屋市中村区則武1-15-3
TEL ： 052-451-1174
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●次回セミナーのお知らせ

　
第57回　MESH環境デザインセミナーを下記の日程で開催致します。

講師：島津　勝弘/サインデザイナー
開催日：2007年2月9日(金）18:30～20:00（18時より受付開始）
会　場：名古屋デザイナー学院3階
住　所：名古屋市中区栄5-1-3　
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